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　「そばの花見会（東下野出島）」（９月11日）

今月の表紙

　今月号の表紙は、10月
23日に開館する「白河文化
交流館コミネス」の大ホー
ルです。
　音響を考慮した木リブで
囲い、５種類の異なった色
の椅子が配置された客席
は、ホール内装色とも調和
しています。舞台との距離
が近く、華やかさと臨場感
があふれる舞台を味わうこ
とができます。
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　先の大震災を乗り越え、文化交流館コミネスがい
よいよ開館します。
　会館整備に際し、５年前に建設検討委員、運営管
理検討委員会アドバイザーになって以来、白河の地
に通い会館整備の過程に参画してまいりました。こ
の度、館長の指名をうけ職責の重さをひしひしと感
じているところです。
　公立文化施設の中で、我が国のホール系の法整備
は、今世紀に入ってから急速に進みました。特に人
材・組織、創造・専門性といったソフト面の強化が
叫ばれています。こうした流れに呼応しながら、「市
民共楽」という素晴らしい先人の哲学をコミネス運

　市民が20年来待ち望んでいた白河文化交流館コミ
ネスが、利用者ニーズに対応した音響、照明装置な
ど最先端の技術を導入したホールとして、いよいよ、
10月23日にオープンいたします。
　このコミネスは、松平定信公の精神に基づく「市
民共楽」を基本理念に、誰もが気軽に訪れることが
できる施設として、芸術的価値の高い多様なジャン
ルの事業を実施してまいります。
　また、隣接する図書館との連携により、文化芸術
を継承、創造、発信する場、人々が共に生きる絆を
形成する「新しい広場」としてまいります。
　文化芸術は、人々に感動をもたらすばかりでなく、

コミネス館長　
　　　　志賀野桂一

白河市長　
　　　　鈴木和夫

営の基本理念とし、地域
資源を最大に活用する
企画、次世代の子どもた
ちに良質の舞台芸術に
触れてもらう事業など
を積極的に行ってまい
ります。
　皆様には心地の良い
空間で、素敵な時間を味
わっていただければ幸
いです。

心豊かな生活を送るた
めには不可欠なもので
あり、文化レベルの向上
が、人づくりやまちづく
りにつながるものです。
　本市の復興の象徴と
ともに、文化芸術の拠点
として、永く市民の皆様
に愛され、親しまれる施
設となることを念願し
ております。

　

白
河
文
化
交
流
館
「
コ
ミ
ネ

ス
」
が
約
２
年
８
か
月
の
建
設
期

間
を
経
て
、
10
月
23
日
に
開
館
し

ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
か
ら
歩
い
て
３
分
。

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
に
隣
接
し
、

地
下
１
階
、
地
上
４
階
の
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
小
峰

城
を
望
む
中
心
市
街
地
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
北
側
駐
車
場
に
は
約

３
０
０
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
会
津
町
の
洞
門
を
通
っ
て
西

側
サ
ブ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
コ
ミ

ネ
ス
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
の
拠
点
と
し

て
、
舞
台
芸
術
な
ど
様
々
な
事
業

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
光
の
差
し
込
む
広
々
と
し
た
空

間
、
人
と
文
化
を
繋
げ
る
ス
テ
ー

ジ
な
ど
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

特
集
１

10
月
23
日
㈰
オ
ー
プ
ン

開館に向けてのご挨拶



５ ４

▲左から兼子社長、伊藤常務執行役員、鈴木市長

◀音響反射板◀中庭
客席数　1,104席（うち多目的鑑賞室８席、車椅子席６席）

　東側メインエントランスと西側サブエ
ントランスをつなぐカギガタモールは、日
常的に市民が集い、交流し、安らげる空
間です。
　中央に設置した中庭では、サロンコン
サートなども行うことができます。

《講演会開催のため、大ホールと楽屋（１室）
　を１日（平日午前９時から午後５時まで）
　利用する場合》

　上の料金はあくまで参考例です。ご利用を
希望される場合は、コミネスに直接お問い合
わせください。
問コミネス☎�5300

項目 利用料金
大ホール（冷暖房費込） 62,600 円
楽屋１室 1,120 円
照明セット A（講演会程度） 12,000 円
拡声装置１式 6,000 円
マイク（有線）１本 1,600 円
ワイヤレスマイク１本 2,000 円
演台・司会者台各１台 2,000 円
吊看板１式 1,600 円
合計 88,920 円 　８月31日、白河文化交流館「コミネス」大

ホールで、落成引き渡し式が行われました。
　式では、施工業者の大成建設の伊

い と う

藤昌
ま さ あ き

昭常
務執行役員東北支店長、兼子組の兼

か ね こ

子聡
さとし

社長
から、鈴木市長にコミネスの模擬キーが手渡
されました。

客席数　321席（うち多目的鑑賞室４席）

　カギガタモールに面する、遮音性の高
い２つの練習室は、楽器の演奏や合唱、
演劇活動、バレエの練習に最適です。
　ピアノやアンプ、ドラムセットなどが
整っています。

　高い音響性能を持つ多機能ホールです。
　可動式の音響反射板を有し、本格的な
クラシックコンサートから、歌舞伎、演
劇など多様な舞台芸術に対応できます。
　２階席両脇が緩やかに張り出す「もみ
あげ式」客席により、客席が舞台を取り
囲み、演者と観客の親近感を醸し出します。

　プロの舞台芸術から、市民の文化芸術
活動まで幅広く対応できる多機能ホール
です。
　客席を収納し平土間形式へ転換するこ
とで、会議室やギャラリーとしての利用
も可能です。

大ホールカギガタモール

小ホール

練習室

Ｎｅｗｓ
施設利用例

段床形式 平土間形式

©Shunichi Atsumi

©Shunichi Atsumi ©Shunichi Atsumi



　９月16日から18日までの３日間、白河提灯まつりが開催され、勇壮な行列と
幻想的な提灯の明かりが、多くの観客を魅了しました。
　今月号では、提灯まつりの熱い様子を写真やインタビューでお届けします。

１．神
しんきょう
橋を渡る神社神輿　２．出発

の儀式を終え、鹿嶋神社から運び出
される神社神輿　３．中学生の元気
な高

たかはり
張提灯　４．各町の提灯に灯が

ともされ、幻想的な雰囲気に包まれ
る境内　５．神輿を先導する先達提
灯　６．壮者の手に持つ提灯の明か
りが、阿武隈川の水面に揺れる渡河
の様子

提
灯

白
河

ま
つ
り

５

６

１

４ ２

３

６

　

ま
つ
り
２・
３
日
目
の
昼
間
の

時
間
帯
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

屋
台
や
山
車
の
引
き
回
し
や
、
町

内
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
楽
し
そ
う
に
屋
台
を
引
い
た
り
、

元
気
に
お
囃
子
を
奏
で
る
子
ど
も

た
ち
の
様
子
は
、
夜
の
提
灯
ま
つ

り
と
は
違
っ
た
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と

つ
で
す
。
ま
た
、
各
町
の
山
車
に

は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
見
事

な
彫
刻
の
屋
根
飾
り
な
ど
、
提
灯

ま
つ
り
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
内
渡
御
は
、
袴
姿
の
壮
者
が

神
社
神
輿
を
か
つ
い
で
次
の
町
ま

で
運
び
ま
す
。
町
か
ら
町
へ
と
神

輿
が
引
き
継
が
れ
る
際
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
口
上
と
儀
式
が
あ
り
、
厳

粛
な
雰
囲
気
で
市
内
を
進
ん
で
い

き
ま
す
。

特
集
２



１．他の町との合同練習の様子。練習を通して、他町とのつきあい方も学びます　２．先達提灯の先を見つめる目は真剣そのもの
３．大人の笛にあわせて、お囃子太鼓の練習に打ち込む子どもたち　４．まず、靴をきれいにそろえることから練習が始まります
５．威勢の良い掛け声が町内に響き渡ります　６．先達提灯の技に磨きをかける厳しい練習は２か月間にも及びます

藤
ふ じ た さ い か

田彩香さん（桜町／白三小６年）渡
わたなべ

辺　力
ちから

さん（本町／先達提灯係長）

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

白河提灯まつりへの思い

　提灯まつりが大好きです。
自分の町のお囃子曲があるこ
とを誇りに思います。
　お囃子での参加は今年が最
後なので、練習も精いっぱい
がんばりました。次回は高張
提灯に挑戦したいです。

　本町は２本の先達提灯を、
きれいにそろえて上げる妙技
を磨いてきた町内です。練習
は厳しいですが、伝統を自分
たちが受け継ぎ、そして次の
世代へと引き継いでいきたい
と思います。

鹿嶋神社宮司　和
わ ち

知　延
ひさし

さん

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

まつりを終えて

　神社境内での最後のお手打ちには、
一つの目的に向かってやり遂げた充
実感と地域で生まれ育った喜びにあ
ふれた顔が並びました。
　私も今、白河提灯まつりが市民の
心の拠りどころとして、老若男女多
くの方々のご参加とご協力を得て、
359年の歴史と伝統を継承できた安
堵感とともに、感動を覚えています。
　胸を張り、竿の先端をじっと見つ

めて上げ下げする先達提灯。神輿を
担ぎ、川を渡る緊張した表情の壮者。
屋台や山車の上で、笛や太鼓を精い
っぱい演奏する子どもたち。その一
つ一つの光景がまだしっかりと目に
焼き付いています。
　このまつりのために、昼夜分かた
ずご尽力いただいた、すべての皆様
に御礼を申し上げます。

１２

６

　
日
本
三
大
提
灯
ま
つ
り
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
る
白
河
提
灯
ま

つ
り
は
、
正
式
に
は
「
鹿
嶋
神
社

祭
礼
渡
御
祭
」
と
い
い
、
当
地

方
の
総
鎮
守
と
し
て
、
古
く
か
ら

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
、
鹿

嶋
神
社
の
例
大
祭
で
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
神み
こ
し輿
の
町

内
渡
御
・
提
灯
行
列
・
屋
台
や

山
車
の
引
き
廻
し
等
の
ま
つ
り

の
形
態
は
、
江
戸
時
代
初
め
の

徳と
く
が
わ
い
え
つ
な

川
家
綱
時
代
、
藩
主
本ほ

ん
だ
の
と
の

多
能
登

守か
み
た
だ
よ
し

忠
義
が
神
輿
を
寄
進
し
た
こ
と

に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
武
家
社
会
の
格
式
を
取
り
入
れ

た
、
厳
格
な
作
法
に
よ
り
執
り
行

わ
れ
る
様
々
な
儀
式
が
最
大
の
特

徴
で
、
別
名
「
儀
式
ま
つ
り
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
約
３
６
０
年
に
わ
た
り
、
世
代

を
こ
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴

史
と
伝
統
を
、
次
の
世
代
へ
継
承

し
よ
う
と
す
る
方
々
の
思
い
や
引

き
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と

伝
統

まつりの魅力を広めるために

宮本氏子総代　
須
す な が と し ゆ き

永敏行さん

まつりを通して成長する子どもたち

宮本壮者筆頭　
水
み ず の や

野谷和
かずのり

聖さん

　提灯まつりは、伝統を重んじる厳しい面
もありますが、子どもたちは２年に一度の
開催をとても楽しみにしています。
　おはやし太鼓の練習が始まると、学校や
年齢の違う子どもたちが一か所に集まり、
あいさつや礼儀作法、昔ながらの伝統など
を教えられます。
　提灯まつりを通して、地域の絆や誇り、
互いに助け合う精神を学びながら、子ども
たちは成長していきます。
　これも提灯まつりの素晴らしさであり、
次の世代へ引き継いでいきたいと思います。

　桜町は、御旅所があり、神社に一番近い
町であったことから宮本と呼ばれ、最後尾
から行列を警護し、神輿を守り、祭事を取
りまとめる役割を担っています。より良い
まつりにしていこうと、これまでもいくつ
かの新たな試みを実施してきました。
　氏子壮者会では、お囃子、お神輿、高張
提灯など、まつりの雰囲気と魅力を子ども
たちに伝えるため、今年も出前講座を実施
しました。
　自分たちが楽しみ、市民や観光客も一緒
に楽しめるまつりにしていくため、今後も
まつりの魅力を広めていきたいと思います。

３４５

先　達
（愛宕町）

大工町 新蔵町 本　町 南　町 横　町 田　町 年貢町 馬　町 大　町 中　町 金屋町 天神町 昭和町 向　寺 鍛冶町 道場町 登　町 会津町 旭　町 中　田 宮　本
（桜　町）

丸の内

９ ８
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８
月
27
日
、
大
信
公
民
館
前
特
設
会
場

（
大
信
町
屋
）
で
、「
２
０
１
６
ふ
る
さ
と

川
ま
つ
り
in
白
河
た
い
し
ん
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
信
こ
だ
ま
太
鼓
の
演
奏
や
よ
さ
こ
い

踊
り
、
ト
マ
ト
の
早
食
い
大
会
、
大
抽
選

会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
地
元
グ
ル
メ
や
地
域
の
特
産
品
を
販

売
す
る
出
店
が
並
び
、
多
く
の
来
場
者
が

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
重
さ
３
０
０
キ
ロ
の
白
河
石

を
引
き
、
早
さ
を
競
う
名
物
石
引
き
レ
ー

ス
で
は
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
会
場
を

一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
、
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
那
須

白
河
（
西
郷
村
）
で
、
し
ら
か
わ
地
域
の
も

の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
、
地
域
産
業
の

活
性
化
を
目
指
す
「
福
島
県
し
ら
か
わ
地

域
企
業
展
示
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
２
年
生
を
中
心
と
し
た
約
３
２
０

人
が
招
待
さ
れ
、
各
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
企
業
ブ
ー

ス
で
は
、
42
の
地
元
企
業
や
団
体
が
自
社

の
特
色
や
技
術
、
製
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
商
談
や
情
報
交
換
を
行
う

企
業
関
係
者
や
熱
心
に
出
展
者
に
質
問
す

る
高
校
生
の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
、
東こ

ち風
の
台
運
動
公
園
（
東

釜
子
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
「
第
15

回
し
ら
か
わ
郷
里
マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
１
、３
０
０

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
初
秋
の
田
園
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　
５
コ
ー
ス
24
種
目
で
健
脚
を
競
い
合
っ

た
ほ
か
、
本
市
出
身
で
ダ
イ
ハ
ツ
陸
上
競

技
部
で
活
躍
し
た
中な

か
じ
ま島
い
づ
み
さ
ん
が
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
、

参
加
者
に
は
、
地
元
の
梨
や
き
つ
ね
う
ち

温
泉
の
入
浴
券
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
、
俳
優
竹た

け
な
か中
直な

お
と人
さ
ん
主
演

で
、
小
峰
城
に
伝
わ
る
お
と
め
桜
の
悲
し

い
伝
説
を
題
材
に
し
た
短
編
映
画
「
お
と

め
桜
」
の
記
者
会
見
が
翠
楽
苑
（
南
湖
公

園
内
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
映
画
を
通
じ
地
方
の
魅
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
製
作
さ
れ

る
も
の
で
、
出
演
者
の
高た

か
き樹
澪み

お

さ
ん
、
え

の
き
さ
り
な
さ
ん
、
本
市
と
縁
の
あ
る
監

督
の
横よ

こ
や
ま山
浩ひ

ろ
ゆ
き之
さ
ん
が
会
見
に
出
席
し
、

「
福
島
の
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
表

現
し
た
い
」
な
ど
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
撮
影
は
翌
25
日
か
ら
小
峰
城
な
ど
で
行

わ
れ
、
10
月
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
10
日
、
白
河
集
古
苑
（
郭
内
）
で
、

特
別
企
画
展
「
松
平
家
と
松
浦
家
ー
蓁
姫

の
婚
礼
調
度
と
松
浦
家
の
名
宝
ー
」
が
開

幕
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

  

九
州
の
名
門
平
戸
藩
（
長
崎
県
）
松
浦

家
と
白
河
藩
松
平
家
は
、
江
戸
時
代
に
両

当
主
松ま

つ
ら浦
清き

よ
し（
静せ

い
ざ
ん山
）
と
松
平
定
信
が
文

化
人
と
し
て
交
流
を
深
め
た
こ
と
が
縁
で
、

定
信
の
娘
蓁
姫
が
静
山
の
嫡
男
熈ひ

ろ
むに
嫁
ぎ

ま
し
た
。

  

今
回
の
展
示
は
、（
公
財
）
松
浦
史
料
博

物
館
の
特
別
協
力
に
よ
り
、
松
浦
家
伝
来

の
美
術
工
芸
品
や
蓁
姫
ゆ
か
り
の
婚
礼
調

福
島
県
し
ら
か
わ
地
域
企
業
展
示
交
流
会

も
の
づ
く
り
企
業
の
技
術
を
Ｐ
Ｒ

ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り
in
白
河
た
い
し
ん

名
物
石
引
き
レ
ー
ス
で
力
自
慢

第
15
回
し
ら
か
わ
郷ふ

る
さ
と里
マ
ラ
ソ
ン

初
秋
の
田
園
を
駆
け
抜
け
る

映
画
「
お
と
め
桜
」
記
者
会
見

小
峰
城
に
伝
わ
る
伝
説
が
映
画
化

特
別
企
画
展
「
松
平
家
と
松ま

つ
ら浦
家
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

蓁し
ん

姫
の
婚
礼
調
度
品
を
は
じ
め
松
浦
家
の
名
宝
、
東
北
初
出
品 

▲大信名物石引きレースで力自慢を競う参加者

▲企業担当者の説明に熱心に聞き入る高校生

▲１キロコースで小学生と走るゲストランナーの中島さん ▲撮影に向け想いを語る（左から）横山監督、えのきさん、高樹さん

Topicｓ

１．オープニングでテープカットを行う関係者　２．会場に並
ぶ蓁姫の豪華な雛飾り　３．松浦史料博物館岡山館長による展
示解説　４．茶道鎮信流の呈茶によるおもてなし

度
品
な
ど
を
東
北
で
初
め
て
一
堂
に
紹
介

す
る
も
の
で
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
先
立
ち
松
浦
鎮し

げ
の
ぶ信
創
始

の
茶
道
鎮ち

ん
し
ん
り
ゅ
う

信
流
に
よ
る
呈
茶
が
行
わ
れ
た

後
、
鈴
木
市
長
が
挨
拶
し
、
松
浦
家
第
41

代
当
主
で
も
あ
る
松
浦
史
料
博
物
館
松ま

つ
ら浦

章あ
き
ら

理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
関
係
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
同
博
物
館
岡お

か
や
ま山
芳よ

し
は
る治
館
長
に

よ
る
展
示
解
説
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
雛ひ

な

飾
り
な
ど
の
華
麗
な
名
品
の
数
々
に
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
特
別
企
画
展
は
、
11
月
６

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

１

２

３

４
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資源ごみの指定袋「４種類」
が「１種類」に統一されます

白河産米の消費拡大およ
び魅力発信事業

問本庁舎生活環境課　内2165

問市産米需要拡大推進協議会（本庁舎農政課内）　内2222

お知らせ

お知らせ

Ｎｅｗｓ

Ｎｅｗｓ

■資源統一ごみ袋の導入時期およびスケジュール

「１種類」に統一

■パッケージデザイン

■アンバサダー

■販路・消費拡大

　「白河産コシヒカリ」は、清らかな水や昼夜の寒
暖差などにより、食味に優れ、他のブランド米に
引けを取らないおいしいお米です。
　松平定信公が地域の産業振興のために興した
「白河だるま」をモチーフとし、本市の魅力とと
もに、白河産米の認知促進、ブランド化を行って
いきます。

　だるまをモチーフに
した紅白のパッケージ
で、売り場で目に留ま
り、親しみをもって受
け入れられる商品を目
指します。

　資源ごみは「かん類・金属類」「びん類」「ペット
ボトル」「プラスチック類」それぞれの指定ごみ袋
での分別排出をお願いしているところですが、市
民の皆さんの負担軽減を図るため、指定ごみ袋を
現在の「４種類」から「１種類」に統一すること
になりました。

　資源統一ごみ袋は、平成29年４月１日から導入
開始します。10月１日から平成29年３月31日ま
での６か月間を試行期間とし、白河地方広域市町
村圏整備組合事務局から町内会を通して各世帯へ、
チラシおよび試行ごみ袋（45ℓ　20枚入り）を無
償配布します。
　なお、資源統一ごみ袋は平成29年４月１日から
販売します。旧指定袋は導入後も使用可能です。

▷種類ごとに分別し、 
　決められた収集日
　に出してください。
▷無償配布分がなく
　なった場合は、現
　行の指定袋をご利
　用ください。
▷混合ごみの場合は
　収集しませんので、
　ご注意ください。

　中通り産コシヒカリとして特
Ａを獲得している白河産コシヒ
カリの品質の高さを、幅広く認
知してもらうために、分

わ け

とく山
総料理長の野

の ざ き

﨑洋
ひ ろ み つ

光さん（しら
かわ大使）を「白河産米アンバ
サダー」に任命し、情報発信し
ていきます。

　そのほか、料理教室やお米の学校など、様々な
お米に関するイベントを行っていく予定です。

▷県内販路　「白河のお米」についているシールを
　集めて応募すると、抽選で「しらかわん」や「ダ
　ルライザー」のランチボックスが当たるキャン
　ペーンを実施します。
▷首都圏販路　白河産米をメインに、市産食材を使
　用した飲食店フェアなどを開催するほか、ふく
　しま応援シェフに登録されている飲食店を中心
　に、市産食材の魅力を効果的に発信します。

野﨑洋光さん

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１

Ｄ
デ コ ラ

ｅｃｏｒａしらかわ2016 ～未来と希望をデコレーション～

日　時

駐車場

会　場

11月５日㈯／午前10時～午後４時
　　 ６日㈰／午前10時～午後３時

白河厚生総合病院駐車場　※無料シャトルバスが出ます。

白河駅前イベント広場、市立図書館りぶらん多目的ホール・駐車場、
白河文化交流館「コミネス」

　今年もＤｅｃｏｒａしらかわ2016を開催します。「未来と希望をデコレーション」をテーマに、〝食〟と
〝職（産業）〟にスポットを当てた様々なイベントブースで、白河の魅力を堪能できる２日間です。
ぜひ、ご来場ください。

問Ｄｅｃｏｒａしらかわ実行委員会（（公財）白河観光物産協会内）☎�1147

食のブース

体験・ＰＲのブース

▷世界一のパスタ職人山
や ま だ

田剛
よ し つ ぐ

嗣シェフによる特
　別料理の提供
▷白河の伝統の食、ラーメン・そばの提供
▷白河のおいしい物を丸ごと楽しめる飲食ブース

▷白河の伝統技術、匠の技を体験できるブース
▷高所作業車・重機など、様々な職業を体験し
　ながら楽しく知り学ぶブース
▷企業ＰＲコーナー・製品展示コーナー

▷第20回しらかわ音楽の祭典第１部市民音楽祭
　11月５日㈯／午前９時から／白河文化交流
　館「コミネス」大ホール

▷福島こどもみらい映画祭
　11月６日㈰／午前10時から／白河文化交流
　館「コミネス」

▷ふるさとの祭り2016
　11月５日㈯・６日㈰／午前10時から／市立
　図書館りぶらん駐車場ほか

　2014年は50ｍ、2015年は60ｍのクレープ
作りに挑戦し、見事日本一に認証されました。
　今年も、市内小学生の協力により、さらなる
記録更新に挑戦します。

同時開催!!

日本一の更新に挑戦！
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～

か
っ
ち
ゃ
ん

そ
の
ブ
ド
ウ

皮
ぐ
し
食
え
ん

だ
と

皮
ム
キ
ム
キ

ん
だ
の
？ん

じ
ゃ

食
っ
て
み
っ
ぺ

皮
う
す
く
て

す
っ
か
く
な
い
！

楽
チ
ン

いちいち皮むいたり、ほぎだしたりしね
くていいブドウがあんだと！

第62回白河市発明展９月13日／りぶらん（道場小路）

そばの花見会＆寺コンサート
９月11日／神宮寺（東坂口）

　季節の風景や地域のイベントなど、市民の
皆さんが市内で撮影した写真を募集していま
す。投稿いただいた写真は、広報
白河で紹介します。
　詳しくは、市ホームページをご
覧ください。

Ｓｎａｐｓｈｏｔ
話題を写真で紹介！

問本庁舎秘書広報課　内2373

本町屋台会館落成式
８月28日／本町屋台会館（本町）

指揮者　生
な ま た め

田目　浩
ひろし

さん
１番員　深

ふ か や

谷裕
ひ ろ み

三さん
２番員　鈴

す ず き

木拓
た く ろ う

郎さん
３番員　佐

さ と う

藤研
け ん じ

二さん
４番員　五

い が ら し

十嵐正
ま さ し

史さん
補助員　秡

はらいかわ

川誠
さ と し

司さん

指揮者　吉
よ し だ

田拓
た く や

哉さん
１番員　橋

は し も と

本祐
ゆ う ま

真さん
２番員　緑

みどりかわ

川広
ひ ろ き

樹さん
３番員　緑

みどりかわ

川規
の り ゆ き

之さん
補助員　緑

みどりかわ

川広
ひ ろ き

樹さん

第40回福島県消防操法大会

パラリンピック出場報告

市町村対抗福島県軟式野球大会結団式

個人県民税優良市感謝状を受賞

ちょっといいはなし
話題レポート

◆ポンプ車操法の部（７位）
　白河方面隊第４分団第２部第１班（久田野チーム）

◆小型ポンプ操法の部
　表郷方面隊第３分団第２部第１班（表郷梁森チーム）

　８月26日、市役所で
「第10回市町村対抗福
島県軟式野球大会」に出
場する白河市チームの結
団式が行われました。
　結団式では、選手を代
表して穂

ほ づ み

積英
え い い ち

一主将が、
大会への意気込みを述
べ、選手たちは優勝への
決意を新たにしました。

　８月26日、リオパラ
リンピックで、ボッチャ
競技日本代表のヘッドコ
ーチを務める本市在住の
村
むら か み

上光
みつ て る

輝さんが、市長に
出場を報告しました。
　大会では、村上さんが
指揮を執る日本代表ボッ
チャチームが、団体戦で
銀メダルに輝きました。

　８月18日、市役所で
「個人県民税優良市納税
功労知事感謝状」の贈呈
式が行われました。
　今回の受賞は平成27
年度個人県民税の賦課
徴収で、効率的な徴収事
務により、徴収率が著し
く向上したことが評価さ
れたものです。

　９月４日、県消防学校（福島市）で、消防
操法県大会が行われ、表郷梁森チームが見事
３位入賞を果たしました。

表郷梁森チーム小型ポンプ操法の部３位入賞！

指揮を執るボッチャ競技で見事銀メダル！

決意を新たに優勝を目指す

２年連続受賞、徴収率向上が評価される

▲３位に入賞した表郷梁森チーム▲左から鈴木市長、小
こ び や ま

檜山県南地方振興局長

▲左から村上さん、鈴木市長

▲結団式の様子



【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00～20：00　
　土・日・祝日／９：30～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館
　※10月23日㈰はコミネス開
　　館のため午前中のみ開館
　※11月５日㈯・６日㈰はD

デ コ

eco
　　r

ラ

aしらかわ開催のため休館
　　し、翌７日㈪振替開館
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日、祝日の翌日
《絵で見るお話の会》
　10月８日㈯／午前11時～正午
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日
《図書館で遊ぼう》
　毎日／視聴覚室使用日を除く
　※０歳～７歳対象

17 16

Library information

～録音図書を紹介～

見えない・見えにくい人も
「読める」図書館

御宿かわせみ傑作選２
お吉の茶碗

公共図書館で働く視覚障害職員の会

平岩弓枝／松屋有梨（朗読）

　図書館のサービスを利用す
る側、提供する側の両方から、
ハンディキャップサービスに
ついて説明されています。す
べての人に本を提供するため
の発見があります。

　本を読むと本を聞く。同じ
本でも違った印象を受け、二
度楽しめます。

⃝録音図書に関する本
りぶらん
市立図書館

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
運
が
良
け
り
ゃ
」

▽
日
時　
10
月
19
日
㈬
／
午
後
６
時
～
７

時
35
分

▽
内
容　
「
ゴ
ジ
ラ
」（
１
９
５
４
年
）

▽
日
時　
11
月
３
日
㈷
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
10
分　
※
11
月
５
日
㈯
の
振
替

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」

▽
日
時　
10
月
15
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
20
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

　
お
は
な
し
の
小
屋
で
行
っ
て
い
ま
す
。

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
10
月
20
日
㈭
、
11
月
３
日
㈷
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
10
月
22
日
㈯
、
11
月
12
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
鑑
賞
の
す
ゝ
め
」

　
10
月
23
日
㈰
、文
化
交
流
館
「
コ
ミ
ネ
ス
」

が
い
よ
い
よ
開
館
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
月

は
、
演
劇
・
音
楽
な
ど
の
芸
術
鑑
賞
の
本

を
集
め
ま
し
た
。
芸
術
の
秋
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・
舞
台
・
演
劇
や
演
奏
会
な
ど
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
ど
ん
な
秋
が
好
き
？
」

　
○
○
の
秋
と
い
え
ば
、
み
ん
な
は
何
を

考
え
る
か
な
。
食
べ
物
、
ス
ポ
ー
ツ
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
今
月
は
芸
術
を
テ
ー

マ
に
、
音
楽
や
美
術
に
関
係
す
る
絵
本
や

読
み
物
を
集
め
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
読
ん

で
、
み
ん
な
も
詳
し
く
な
っ
ち
ゃ
お
う
。

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
図
書
館
講
座
「
立
体
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
」》

　
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
に
も
使
え
る

立
体
カ
ー
ド
作
り
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
親
子
向
け
は
簡
単
な
カ
ー
ド
、
大
人

向
け
は
本
格
的
な
カ
ー
ド
作
り
を
行
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
10
月
19
日
㈬
か
ら
開
始

し
ま
す
。

▽
日
時　
①
11
月
19
日
㈯　
②
11
月
26
日

㈯
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
定
員　
①
６
組
（
親
子
向
け
）
②
15
人

（
大
人
向
け
）

▽
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会
議
室

《
雑
誌
配
布
》

　
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を
お
譲
り
し

ま
す
。
詳
し
く
は
り
ぶ
ら
ん
館
内
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
り
ぶ
ら
ん
（
第
２
回
）　
10
月
８
日
㈯

～
16
日
㈰

《
地
域
交
流
会
議
室
第
４
四
半
期
受
付
》

▽
申
請
可
能
な
利
用
期
間　
1
月
～
3
月
分

▽
申
請
受
付
日
時　
10
月
6
日
㈭
～
16
日

㈰
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
（
休
館

日
を
除
く
）

※
受
付
は
窓
口
で
の
み
行
い
ま
す
。
重
複

し
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
期
間
内
に
申
請
が

な
か
っ
た
会
議
室
は
、
11
月
４
日
㈮
か
ら

随
時
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

▷日　時　12月１日㈭／午後６時40分開演（午後
　　　　　６時開場）
▷会　場　コミネス大ホール
▷入場料　無料（要入場整理券）
▷出　演　未定　※出演者は決まり次第、市ホーム
　　　　　ページ等でお知らせします。
▷応募方法　
　　次の必要事項を記入のうえ、往復はがきで応募
　してください。はがき１通につき２人まで入場可
　能です。なお、応募多数の場合は抽選になります。
　《往信面の裏》郵便番号、住所、氏名、電話番号
　《返信面の表》郵便番号、住所、氏名
▷応募期限　11月１日㈫まで　※必着
※結果は返信はがきで通知します（11月中旬発送
　予定）。
▷送付先　〒961-8602　白河市八幡小路７- １
　　　　　教育委員会文化振興課

　コミネス開館を記念し、NHK・BSプレミアム「新
・BS日本のうた」の公開収録を行います。日本人の
心に深く残る名曲をお届けします。観覧希望の方は
往復はがきでお申し込みください。

問本庁舎文化振興課　内2388／コミネス☎㉓5300

▷日　時　10月８日㈯／午後３時30分～７時
▷場　所　市民会館、コミネス
▷内　容
　魂の送り手／市民会館
　能楽師による謡、太鼓隊による合同演奏、パレード
　魂の受け手／コミネス
　子どもたちによる魂の受領、バルコニー・カギガ
　タモールでの演奏ほか

コミネス開館記念イベント

その他、イベント情報は市およびコミネスホーム　
ページをご覧ください。

《コミネス移管イベント「魂の渡御」》

　録音図書は、本を読みにくい・読めない方
が本を読めるように本の内容(文字や写真・図
・グラフ)を録音、編集し、音声化したものです。
　図書館では朗読CDを所蔵しているほか、録
音図書を作成し、より多くの方に本の提供が
できるように努めています。

録音図書編集者養成講座
　録音図書の編集者を養成する講座を
開催します。入門的な内容から始まり
ますので、興味のある方はお気軽にお
問い合わせください。
◦開催日　11月30日、12月７日・14
　　　　　日・21日　水曜日　計４回
　　　　　／午後１時15分～３時15分
◦場　所　りぶらん地域交流会議室
◦対　象　パソコンが利用できる方　
　　　　　※原則としてすべての講座
　　　　　　に参加でき、講座修了後
　　　　　　図書館でボランティアと
　　　　　　して活動できる方
◦申込方法　りぶらん窓口で直接お申し込
　　　　　みください。

⃝朗読CD

NHK「新・BS日本のうた」公開収録観覧者募集

　市民の芸術活動の精神「魂」を新しいコミネスに
移管するイベントを開催します。「芸術」「市民」「共楽」
を移管する儀式とパフォーマンスなど、幻想的な世
界をお楽しみください。
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▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日（10月10日㈷は開館し、
　　　　　11日㈫は休館）
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」

▶中央公民館（天神町２／☎㉓3810）
◇第34回中央公民館習作展
◦会　期　10月27日㈭～30日㈰
◦開館時間　午前９時～午後６時
　　　　　※初日は午前10時から、最終日は午
　　　　　　後３時まで

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【催し案内】
◇特別企画展
　「松平家と松

ま つ ら

浦家－蓁
し ん

姫の婚礼調度と松浦家
　　の名宝－」
◦会　期　11月６日㈰まで
◦開館時間　午前９時〜午後５時（入館は午後４ 時
　　　　　30分まで）
◦休館日　毎週月曜日（10月10日は開館し、　
　　　　　11日は休館）
◦入館料　大人320円（250円）／小中高生無料
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※11月３日㈷は無料
《展示解説会》
◦日　時　10月10日㈷・23日㈰、11月６日㈰

　　　　／午前11時から、午後２時から
　　　　　※申込不要、11月６日は松浦史料博

　　　　　物館学芸員による解説。
《茶道鎮信流による呈茶》
◦日　時　10月15日㈯・29日㈯／午前10時～

　　　　午後３時
◦参加料　無料　※入館券の半券が必要です。

白河が誇る優れた産品を紹介！
　

表
郷
・
東
地
区
の
提
携
農
家
で

栽
培
さ
れ
た
地
元
産
の
「
え
ご
ま
」

を
使
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ポ

ン
酢
で
す
。

　
「
え
ご
ま
」
は
〝
じ
ゅ
う
ね
ん
〟

と
も
呼
ば
れ
、
昔
か
ら
食
べ
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
健
康
食

品
と
し
て
広
く
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ポ

ン
酢
は
、「
え
ご
ま
」
を
手
軽
に
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ろ
や
か
な
甘
み
と
コ
ク
の
あ

る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
サ
ラ
ダ
や

豆
腐
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
抜
群
に

合
い
ま
す
。
ま
た
、
鍋
が
お
い
し

く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
鍋
料

理
を
え
ご
ま
ポ
ン
酢
で
い
た
だ
く

の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

食
欲
の
秋
、
ぜ
ひ
季
節
の
野
菜

な
ど
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。　地元生産者の方と協力し、品

質の高いえごまを安定して栽培
できるよう体制を整えています。
　健康食品として優れ、おいし
い地元産のえごまをぜひ味わっ
てみてください。

代表　富
と み お か

岡雅
ま さ み

美さん

　
谷
文
晁
は
、
松
平
定
信
の
実
家

で
も
あ
る
徳
川
御
三
卿き

ょ
う・
田た

や
す安
家

の
家
臣
・
谷た

に
ろ
っ
こ
く

麓
谷
の
子
と
し
て
江

戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
絵
は
10
歳

の
頃
よ
り
、
狩か

野の
う

派
の
絵
師
で
あ

っ
た
加か

と
う
ぶ
ん
れ
い

藤
文
麗
に
学
び
、
続
い
て

渡わ
た

辺な
べ

玄げ
ん
た
い対
に
学
ん
で
い
ま
す
。
寛

政
4
年
（
１
７
９
２
）
に
は
松
平

定
信
付
と
な
り
、
以
後
定
信
と
の

関
係
は
生
涯
に
わ
た
り
ま
す
。

　
文
晁
は
江
戸
の
下し

た
や谷
（
現
東
京

都
台
東
区
）
に
画
塾
「
写し

ゃ
ざ
ん
ろ
う

山
楼
」

を
構
え
、
全
国
か
ら
多
く
の
入
門

者
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
画
、
日

本
画
、
西
洋
画
な
ど
を
旺
盛
に
学

び
、
そ
れ
ら
を
折
衷
し
て
幅
広
い

画
風
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

　
当
時
江
戸
の
絵
師
と
し
て
は
最

も
有
名
な
人
物
の
一
人
で
し
た
。

《
松
平
定
信
と
文
晁
》

　
当
時
幕
府
老
中
の
職
に
あ
っ
た

白
河
藩
主
松
平
定
信
は
、
伊
豆
・

相
模
巡
視
に
文
晁
を
伴
い
、
海
岸

の
様
子
を
写
実
的
画
法
で
描
か
せ

て
い
ま
す
（
国
重
要
文
化
財
・
公

余
探
勝
図
巻
）。
ま
た
、
定
信
が

全
国
の
古
宝
物
を
調
査
・
模
写
さ

せ
、『
集し

ゅ
う

古こ

十じ
っ

種し
ゅ

』『
古こ

画が

類る
い

聚じ
ゅ
う』
を

白
河
歴
史
人
物
伝

定
信
に
仕
え
た
江
戸
画
壇
の
重
鎮

谷た
に 

文ぶ
ん 

晁ち
ょ
う

Vol.６

㈲日本メグスリノキ本舗
▶サンフレッシュ白河（久田野城内31 ／☎�1019）
◇シェイプアップエクササイズ
◦日　時　10月16日㈰／午前９時30分～10時
　　　　　15分
◦講　師　渡

わ た な べ

邉俊
し ゅ ん じ ろ う

治郎氏
◦対　象　一般男女（中学生以上）50人
◦参加料　500円
◦申込方法　電話で直接お申し込みください。
　　　　　※先着順
問ＭＡＣ鈴

す ず き

木光
み つ よ

代☎090-1495-0672

問本庁舎農政課　内2225

編
さ
ん
し
た
際
に
も
、
文
晁
が
関

わ
り
ま
し
た
。
二
人
は
私
的
に
も

多
く
の
書
や
絵
の
や
り
取
り
を
し

て
い
ま
す
。

《
白
河
で
の
足
跡
》

　
文
晁
の
弟
子
に
は
、
白
河
の
絵

師
で
あ
る
大お

お
の
ぶ
ん
せ
ん

野
文
泉
、
蒲が

も
う
ら
か
ん

生
羅
漢

な
ど
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
文
晁

作
品
の
中
に
は
、
落ら

っ
か
ん款
に
「
於
小

峰
山
房
」
な
ど
と
書
か
れ
た
も
の

が
数
点
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
文
晁
が
定
信
に
伴
っ
て
白
河

を
訪
れ
た
際
、
小
峰
城
内
に
構
え

た
工
房
で
制
作
し
た
作
品
で
、
白

河
に
お
け
る
制
作
活
動
を
う
か
が

わ
せ
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま

す
。

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

▶東文化センター（東釜子字狐内47 ／☎㉞1131）
◇東総合文化祭芸能発表会
◦日　時　10月23日㈰／午前９時30分～午後
　　　　　４時
◦入場料　無料
問東公民館☎㉞3159

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

(

１
７
６
３
～
１
８
４
０)

▲「杭
こ う し ゅ う し き ふ う ぞ く ず か ん

州四季風俗図巻」中
　国の風俗図を模写した作
　品。（白河集古苑で11月
　６日㈰まで展示中（松浦
　史料博物館蔵））

▲「白
しらかわら く お う こ う

河楽翁公下
しも

屋
や

　
　敷

しき

真
し ん け い ず

景図」小峰城三
　之丸の庭園を描いた
　作品。小峰山房で描
　かれたもの（白河市
　歴史民俗資料館蔵）。

▶翠楽苑（南湖公園内／☎㉓6888）
◇紅葉ライトアップ
◦日　時　10月24日㈪～30日㈰／日没～午後
　　　　　８時　※10月27日㈭を除く
◦入場料　無料

▶総合運動公園（北中川原30 ／☎㉒8971）
◇しらかわスポーツフェスティバル
　ギネスにチャレンジ！、体力測定などのイベ
ントを開催します。
◦日　時　10月10日㈷／午前10時から
　　　　　※９時30分から受付開始
◦参加料　無料
◦持参物　屋内用シューズ

白河ブランド

認証第32号 えごまドレッシング

認証第33号 えごまポン酢

松平定信筆　達
だ る ま ず

磨図
（白河市歴史民俗資料館蔵）

阿
お ら ん だ せ ん ず

蘭陀船図「唐
と う せ ん の ず

船之図」より
（松浦史料博物館蔵）



募
集

行
政
相
談
週
間

国
際
農
友
会
海
外
派
遣
研
修

案
内

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
４
回
街
な
か
定
期
座

禅
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

成
人
式

樹
木
せ
ん
定
講
習
会

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

「
巡
回
法
律
相
談
」

公
設
市
場
開
放
デ
ー

サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
が
し
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

ふ
る
さ
と
白
河
表
郷
ま

つ
り

東
北
歴
史
ま
ち
づ
く
り

サ
ミ
ッ
ト

県
南
都
市
計
画
用
途
地
域

・
特
別
用
途
地
区
の
変
更

平
成
27
年
度
一
般
会
計
等

決
算
審
査
意
見
書
提
出

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
講
座

第
22
回
「
中
山
義
秀
文

学
賞
」
公
開
選
考
会

議
室
（
道
場
小
路
）
お
よ
び
城
山

公
園
（
郭
内
）

◦
内
容　
松
・
梅
な
ど
の
初
歩
的

な
せ
ん
定
方
法
等
の
講
義
と
実
習

◦
定
員
　
30
人　
※
先
着
順

◦
受
講
料
　
無
料

◦
申
込
期
限
　
10
月
27
日
㈭
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
観
光
課　
内
２
２
１
５

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
相
談
週
間
中
は
、「
特
設
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
10
月
20
日
㈭
／
午
後
１

時
～
３
時

⃝

会
場　
本
庁
舎
地
下
第
１
会
議

室

⃝

行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田

宜よ
し
え枝

（
郭
内
151
）
☎
�
３

５
１
８

▽
中な

か
む
ら村

周し
ゅ
う
じ
ょ
う

常
（
本
町
26
）
☎
�
４

３
５
７

▽
鈴す

ず
き木

博ひ
ろ
ゆ
き之

（
表
郷
番
沢
字
樋
ノ

口
62
︲
１
）
☎
�
３
１
５
７

▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方
（
大
信
下
小
屋
字
西

◦
会
場
　
白
河
商
工
会
議
所
会
議

室
（
道
場
小
路
）

◦
内
容
　
▽
講
演　
「
企
業
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
」　

▽
講
師

㈱
東
邦
銀
行
職
員
活
躍
推
進
室
長

兼
パ
ー
ト
ナ
ー
支
援
室
長　
戸と

田だ

満ま

き

こ

紀
子
氏

◦
申
込
開
始　
10
月
17
日
㈪
か
ら

◦
定
員
　
30
人　
※
要
申
込

◦
参
加
料
　
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３
８
３

　
県
南
都
市
計
画
用
途
地
域
と
県

南
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変

更
を
、
９
月
１
日
付
け
で
都
市
計

画
決
定
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　
内
２
２

８
２

　
９
月
６
日
に
監
査
委
員
か
ら
一

般
会
計
等
決
算
審
査
意
見
書
を
市

長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
監
査
委
員
事
務
局　
内

２
５
２
２

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
、
「
支

え
合
う
地
域
し
ら
か
わ
」
の
実
現

に
向
け
て
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
　
10
月
26
日
㈬
／
午
後
１

時
15
分
～
４
時　

◦
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
内
容　
（
公
財
）
さ
わ
や
か
福

祉
財
団
会
長
堀ほ

っ
た田
力つ

と
む

氏
に
よ
る

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

◦
定
員
　
１
５
０
人　
※
要
申
込

◦
参
加
料
　
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
２
９

⃝

日
時
　
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

⃝

会
場　

コ
ミ
ネ
ス
大
ホ
ー
ル

（
会
津
町
）

⃝

該
当
者
　
平
成
８
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
10
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
該
当

者
に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）。

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
本
市
の

る
、
東
北
６
県
の
７
市
町
長
が
一

堂
に
会
し
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

日
時　
11
月
10
日
㈭
／
午
後
１

時
15
分
～
５
時

⃝

会
場　
コ
ミ
ネ
ス
小
ホ
ー
ル

◦
内
容　
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◦
定
員
　
３
０
０
人　
※
要
申
込

◦
参
加
料
　
無
料

◦
申
込
期
限
　
11
月
４
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
６

◦
日
時　
11
月
13
日
㈰
／
午
前
10

時
か
ら

◦
会
場
　
新
白
信
ビ
ル
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
（
立
石
）

◦
参
加
料
　
無
料

◦
候
補
作
品
　
▽
眩く

ら
ら

／
朝あ

さ
い井

ま

か
て
著
　
▽
た
ら
ふ
く
つ
る
て
ん

／
奥お

く

山や
ま

景き
ょ
う
こ

布
子
著
　
▽
家
康
、
江

戸
を
建
て
る
／
門か

ど
い井
慶よ

し
の
ぶ喜
著

問
中
山
義
秀
顕
彰
会
☎
�
３
６
１
４

◦
日
時
　
11
月
26
日
㈯
／
午
後
２

時
か
ら

成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
３

⃝

日
時　
11
月
３
日
㈷
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
場　
東こ

ち風
の
台
運
動
公
園
内

（
東
釜
子
）

⃝

内
容　
五
合
飯
早
食
い
大
会
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
日
本
一
に

挑
戦
シ
リ
ー
ズ
な
ど

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
東
庁

舎
事
業
課
内
）
☎
�
２
１
１
５

⃝

日
時　
11
月
６
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝

会
場　
表
郷
総
合
運
動
公
園
内

（
表
郷
番
沢
）

⃝

内
容　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

模
擬
店
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
表
郷

庁
舎
事
業
課
内
）
☎
�
４
７
８
５

　
地
域
の
歴
史
的
な
資
源
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
で
注
目
を
集
め

◦
申
込
開
始　
11
月
１
日
㈫
か
ら

◦
受
講
料　
１
万
８
０
０
円

＝
共
通
＝

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
定
員　
各
15
人　
※
先
着
順

◦
申
込
受
付
時
間　
午
前
９
時
～

午
後
５
時　
※
平
日
の
み

◦
申
込
方
法　
受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
５
１
２

◦
派
遣
国　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

◦
期
間　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

～
２
月
１
日
㈬

◦
資
格
要
件
　
県
内
に
居
住
し
、

農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
の
方

◦
申
込
期
限
　
10
月
21
日
㈮
ま
で

※
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
国
際
農
友
会
事
務
局
☎
０
２
４

︲
５
２
４
︲
１
２
０
１

◦
日
時
　
11
月
10
日
・
17
日　
木

曜
日
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

◦
日
時
　
11
月
６
日
㈰
／
午
前
７

時
か
ら　

◦
会
場　
長ち

ょ
う
じ
ゅ
い
ん

壽
院
（
本
町
北
裏
）

◦
定
員
　
20
人　
※
先
着
順

◦
参
加
料
　
５
０
０
円

◦
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
３

《
年
賀
は
が
き
講
座
》

◦
日
時　
11
月
18
日
㈮
／
午
前
９

時
～
正
午

◦
内
容　
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
で

作
る
年
賀
は
が
き
作
成
講
座

◦
申
込
開
始　
10
月
11
日
㈫
か
ら

◦
受
講
料　
２
、
１
６
０
円

《
昼
間
中
級
講
座（
３
級
受
験
対
策
）》

◦
日
時　
11
月
25
日
㈮
～
12
月
16

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

◦
内
容　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

活
用
、
３
級
試
験
練
習
問
題

21 20

宿
225
）
☎
�
２
５
４
７

▽
鈴す

ず
き木
憲の

り
あ
き昭
（
東
釜
子
字
本
町
98

︲
２
）
☎
�
２
６
２
５

※
自
宅
等
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

　
原
子
力
事
故
に
伴
い
損
害
を
受

け
て
い
る
個
人
・
事
業
者
を
対
象

に
、
巡
回
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

⃝

日
時　
10
月
20
日
㈭
、
11
月
17

日
㈭
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

⃝

会
場　
白
河
商
工
会
議
所
２
階

交
流
室
（
道
場
小
路
）

⃝

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
窓
口
☎
０
２
４
︲

５
２
１
︲
８
２
１
６

⃝

日
時　
10
月
23
日
㈰
／
午
前
７

時
～
正
午

⃝

会
場　
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

（
五
番
町
川
原
）

⃝

内
容　
模
擬
セ
リ
体
験
、
マ
グ

ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
サ
ン
マ
や
み
か

ん
の
詰
め
放
題
な
ど

問
市
場
開
放
デ
ー
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
�
４
１
０
０

くらしの情報館
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くらしの情報館

小
野
田
小
児
童
増
加
促
進

対
策
～
宅
地
分
譲
事
業
～

ま
ち
か
ど

市
民
天
体
観
望
会

テ
ラ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
語
り
の

祭
典
」
in
し
ら
か
わ
２
０
１
６

社
会
生
活
基
本
調
査

認
知
症
初
期
集
中
支
援

福
祉
講
演
会

大
統
寺
の
そ
ば
と
落
語
の
会

案
内

「
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
」
一
般
公
開

第
１
回
認
知
症
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
し
ら
か
わ

第
３
期
福
島
県
文
化
振

興
財
団
助
成
事
業

無
戸
籍
者
解
消
の
た
め

の
相
談
窓
口

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
公
表

は
じ
め
て
の
フ
ラ
ン
ス

語
講
座

白
河
市
土
地
改
良
区

合
併
50
周
年
記
念
式
典

立
教
志
塾
定
例
研
修
会

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

◦
日
時
　
11
月
11
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分　

◦
会
場　

コ
ミ
ネ
ス
小
ホ
ー
ル

（
会
津
町
）

◦
内
容
　
《
第
一
部
》　

▽
講
演

「
人
と
人
の
絆
、
家
族
へ
の
思
い

や
り
老
い
を
イ
キ
イ
キ
！
」　

▽

講
師　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

小こ

谷た
に

あ
ゆ
み
氏
／
《
第
二
部
》　

▽
体
操　
「
み
ん
な
で
認
知
症
予

防
！
」　

▽
講
師　
ふ
く
し
ま
を

リ
ハ
ビ
リ
で
元
気
に
す
る
会
理
事

長　
岡お

か
も
と本

宏こ
う
じ二

氏

◦
定
員
　
３
０
０
人　
※
要
申
込

◦
参
加
料
　
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

�
８
８
８
９

　
認
知
症
の
方
や
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
方
を
対
象
に
、
専
門
医
と
医

療
や
福
祉
の
専
門
員
に
よ
る
チ
ー

ム
が
初
期
段
階
の
集
中
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
窓
口
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
明
戸
）
☎
�
０
３
３
２

／
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
関
辺
）
☎
�
８
８
８
９

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
９

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
様
々
な

政
策
立
案
に
役
立
て
る
た
め
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
10

月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
対
象

世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
課
☎
０
２
４
︲
５
２
１

︲
７
１
４
５

　
若
年
層
の
定
住
化
等
を
図
る
た

め
、
一
定
期
間
居
住
後
に
無
償
譲

渡
と
な
る
宅
地
分
譲
事
業
の
募
集

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

場
所
・
区
画
数　
東
下
野
出
島

字
小
丸
山
地
内
／
５
区
画

⃝

申
込
期
限　
12
月
20
日
㈫
ま
で

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

東
庁
舎
地
域
振
興
課
☎
�
２
１
１

　
県
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目

的
に
、
12
月
１
日
㈭
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
行
う
次
の

対
象
事
業
の
助
成
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

◦
対
象
事
業　
県
内
に
住
所
ま
た

は
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
・

団
体
の
行
う
文
化
活
動
（
成
果
発

表
事
業
、
発
表
会
等
へ
の
参
加
事

業
、
文
化
財
の
保
護
事
業
な
ど
）

◦
受
付
期
限　
10
月
31
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
８

　
平
成
29
・
30
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
記
入
要
領

お
よ
び
申
請
用
紙
を
取
得
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
指
定
の

Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
次
の
区

分
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
建
設
工
事
・
測
量
等
》

◦
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

※
受
付
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
場
所　
本
庁
舎
２
階
２
０

２
会
議
室

１
　
市
お
よ
び
法
務
局
で
は
、
無
戸

籍
者
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎

�
１
２
０
１
／
本
庁
舎
市
民
課　

内
２
１
５
１

　
市
で
は
、
４
月
19
日
に
各
小
・

中
学
校
で
実
施
し
た
調
査
結
果
と

考
察
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

※
調
査
で
分
か
る
の
は
、
児
童
生

徒
が
身
に
つ
け
た
学
力
の
一
部
で

す
。
各
学
校
や
個
人
の
順
位
を
公

表
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
０

◦
日
時
　
11
月
23
日
㈷
／
午
後
２

時
か
ら

◦
会
場
　
コ
ミ
ネ
ス
小
ホ
ー
ル

◦
内
容
　
記
念
式
典
、
中な

か
は
た
き
よ
し

畑
清
ト

ー
ク
シ
ョ
ー

◦
定
員
　
１
０
０
人　

◦
参
加
料
　
無
料　
※
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
土
地
改
良

区
事
務
局
で
配
布
し
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
�
１
１
５
８

⃝

日
時
　
10
月
21
日
、
11
月
４
日

・
11
日
、
12
月
２
日
・
16
日　
金

曜
日　
計
５
回
／
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

⃝

会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
ほ
か

⃝

講
師　
ノ
ワ
ロ
―
・
ジ
ョ
ン
＝

パ
ス
カ
ル
氏

⃝

内
容　
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
研
修

⃝

定
員　
30
人　
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

⃝

受
講
料　
３
、０
０
０
円

⃝

申
込
期
限　
10
月
18
日
㈫
正
午

ま
で　
※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
く
だ
さ
い
。

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
本
庁

舎
企
画
政
策
課
内
）　
内
２
３
２

６
／
ＦＡＸ
�
２
５
７
７
／
Ｅ
メ
ー
ル

kokusai-koryu@
city.shirak

aw
a.fukushim

a.jp

◦
提
出
方
法　
持
参
の
み　
※
郵

送
不
可
、
フ
ァ
イ
ル
色
指
定
あ
り
。

《
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

◦
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
12
月
28

日
㈬　
※
平
日
の
み

◦
受
付
場
所　
本
庁
舎
３
階
財
政

課
管
財
係

◦
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
28
日
消
印

有
効

問
▽
建
設
工
事
・
測
量
等　
本
庁
舎

工
事
契
約
検
査
室　
内
２
２
５
２
／

▽
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等　
本

庁
舎
財
政
課　
内
２
３
３
５

　
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
イ
コ
ン
な
ど
、
こ
の
機
会

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
公
開
日
時
　
11
月
３
日
㈷
～
６

日
㈰
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
入
場
料
　
無
料

問
同
教
会
☎
�
４
５
４
３

◦
日
時
　
10
月
23
日
㈰
／
午
後
６

時
～
７
時
30
分　
※
曇
り
や
雨
の

場
合
は
中
止

◦
会
場
　
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広

場
駐
車
場
（
駅
交
番
西
側
）

◦
内
容　
海
王
星
・
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ
大
星
雲
を
見
よ
う
、
星
雲
と
星

団
の
観
察

◦
参
加
料　
無
料

問
白
河
天
文
同
好
会　
小お

ぐ
ら椋

☎
０

９
０
︲
６
７
８
５
︲
２
５
０
３

◦
日
時
　
10
月
25
日
㈫
／
午
後
６

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
内
容　
▽
講
演
　
「
喜
ん
で
生

き
る
～
輝
い
て
い
る
の
だ
か
ら
～
」

▽
講
師　
芳は

が賀
徳と

く
や也

氏

◦
入
場
料　
５
０
０
円

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

　
語
り
で
聞
く
昔
話
や
童
話
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
11
月
３
日
㈷
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時

◦
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

◦
参
加
料
　
無
料

問
し
ら
か
わ
語
り
の
会　
小お

ぐ
ら椋

☎

�
３
６
９
６

⃝

日
時
　
11
月
20
日
㈰
／
午
前
11

時
か
ら　

⃝

会
場
　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝

内
容
　
▽
蝶ち

ょ
う

花か

楼ろ
う

馬ば

楽ら
く

師
匠

の
落
語
会　
▽
浅
草
老
舗
「
駒
形

ど
ぜ
う
」
六
代
目
の
そ
ば
打
ち
と

食
事
会

⃝

定
員　
各
60
人

⃝

参
加
料　
無
料

⃝

申
込
期
限
　
11
月
10
日
㈭
ま
で

問
大
統
寺
☎
�
２
７
２
３

◦
日
時
　
11
月
26
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　

◦
会
場　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東

釜
子
）

◦
内
容
　
▽
講
演　
「
サ
ザ
エ
さ

ん
一
家
は
幸し

あ
わ
せ福
み
つ
け
の
達
人
ぞ

ろ
い
」　

▽
講
師　
声
優
・
俳
優

増ま
す
お
か岡

弘ひ
ろ
し

氏　

◦
参
加
料
　
無
料　
※
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
10
月
31
日

㈪
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務

所
で
配
布
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
１
１
５
９
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子 育 て 情 報保 健 情 報

月休日救急医療当番医月の健康相談のお知らせ
歯　科 医 療 機 関 名 住　所 電話番号
３日㈷ 白河歯科クリニック 会 津 町 �7133
６日㈰ 和 田 歯 科 医 院 矢吹町曙町 �4180
13日㈰ 内藤歯科クリニック 久 田 野 �7252
20日㈰ 国 井 歯 科 医 院 大信増見 �2558
23日㈷ 吉田歯科クリニック 中島村二子塚 �1661
27日㈰ 九番町歯科クリニック 九 番 町 �3711

小児科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
３日㈷ 関 医 院 横　　町 �3003
６日㈰ 樋口小児クリニック 矢吹町大久保 �2040
13日㈰ みうら小児クリニック 白　　坂 �1001
20日㈰ わたなべ子どもクリニック 老 久 保 �2166
23日㈷ ねもとキッズクリニック 立 石 山 �5623
27日㈰ 岡﨑小児科内科医院 結　　城 �7811

内科・外科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
３日㈷ き た む ら 整 形 外 科 矢吹町八幡町 �5533
６日㈰ 小 針 医 院 矢吹町曙町 �2366
13日㈰ 渡 部 医 院 矢吹町文京町 �4111
20日㈰ き く ち 診 療 所 中島村滑津 �8672
23日㈷ 白河市表郷クリニック 表郷金山 �2316
27日㈰ 田 口 医 院 郭　　内 �1111

1111

■「おやこの食育教室」参加者募集

■プレーカーであそぼ!! ～「あそぼっカー」がくるよ!! ～
　プレーカーは遊び道具や工具をたくさん積ん
だ「移動式遊び場」です。年齢制限はありません
ので、みんなで楽しく遊びましょう。
◦日にち・場所・内容　
　10月15日㈯／たんぽぽサロン（郭内）／工作
　ほか、七輪で焼いて食べよう
　12月10日㈯／高山コミュニティセンター（新
　白河）／クリスマス会＆プレーカー　※予約制
◦時　間　午前10時～午後３時
◦参加料　無料
問ＮＰＯ法人子育て環境を考える虹
　の会たんぽぽサロン☎�7337
　（火・水・金曜日／午前10時～午後３時）

■特定不妊治療費助成

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

実施日 開始時間 会　場　
９日㈬ ９:30～ 東保健センター

14日㈪ ９:30～ 表郷保健センター

16日㈬ 10:00～ 大信保健センター

17日㈭ 10:00～ 蕪内公民館

24日㈭ 13:15～ アナビースポーツプラザ

　市では、不妊治療を受けている夫婦の経済的負
担を軽減するため、治療費の一部を助成していま
す。県特定不妊治療費助成事業の助成決定を受け
た方が対象となりますので、治療を希望する方は
県の決定通知書が届いてから申請してください。
◦対　象　次の要件をすべて満たす方
　①戸籍上の夫婦で、夫婦ともにまたは一方が市
　　内に住所を有する方
　②治療開始日における妻の年齢が43歳未満で
　　ある夫婦
　③夫婦合算の年間所得が730万円未満
　④夫婦に市税の滞納がないこと
　⑤県が指定した医療機関で不妊治療を受けた方
◦対象治療　保険診療の適用とならない体外受精・
　　　　　顕微授精　
　※平成28年４月から特定不妊治療の一環とし
　　て、男性不妊と判断された場合の手術を伴う
　　治療も対象になります。
◦助成内容　１回の治療に対し、県で受けた助成額
　　　　　の決定額を差し引き、治療内容により
　　　　　５万円から10万円を限度に助成　　
　※限度額に満たない場合は、その額が助成額に
　　なります。
問本庁舎こども支援課
　内2718

　市食生活改善推進協議会では、親子で調理をし
ながら食育を学ぶ、「おやこの食育教室」を開催
します。
◦日　時　10月23日㈰／午前10時～午後１時
◦会　場　中央保健センター（北中川原）
◦対　象　幼稚園年長児から小学生までの子ども
　　　　　と保護者
◦定　員　20組　※先着順
◦参加料　子ども100円、保護者200円
◦持参物　エプロン・三角巾・タオル
◦申込期限　10月14日㈮まで
◦申し込み・問い合わせ先　
　健康増進課(中央保健センター )☎�2114

■高齢者のインフルエンザ予防接種
　インフルエンザはウイルスによって発症し、そ
の症状は突然の高熱、関節痛などで、普通の風邪
に比べて全身症状が強いのが特徴です。重症化す
ると、体力のない高齢者などは生命に関わること
がありますので、かかりつけの医療機関で、早め
に予防接種を受けることをお勧めします。
　市では、次の対象者に接種費用の一部を助成し
ます。予防接種は、本人が希望する場合のみ行う
もので、接種回数は１回です。
◦対　象
　本市に住民登録がある方で、①または②に該当する方
　①接種当日65歳以上
　②接種当日60歳から64歳で「心臓、じん臓、  呼
　　吸器に機能障がいがある方」または「ヒト免
　　疫不全ウイルスによる免疫の機能障がいが
　　ある方」（どちらもその障がいの程度が身体
　　障がい者手帳１級に相当する方）
◦実施期間　10月15日㈯～12月28日㈬
　※事前にかかりつけ医等に予約してください。
◦料　金　1,200円
　※県外で接種する場合、手続きが必要ですので、
　　必ず接種する前にお問い合わせください。後
　　日、市が3,000円を限度に助成します。なお、
　　接種後に申し出た場合は、市の助成は受けら
　　れません。
　※生活保護世帯の方は無料です。かかりつけ医
　　等に直接お申し込みください。
◦持参物　
　健康保険証または後期高齢者医療被保険者証、
　健康手帳（お持ちの方のみ）、対象②に該当す
　る方は身体障がい者手帳等
◦予診票　
　各医療機関に用意してある予診票をご利用く
　ださい。
◦その他　
　妊婦、子ども、65歳未満の成人は任意接種と
　なり、接種費用の助成はありません。

■10月は乳がん月間です
　～２年に１度の検診受診と、月に１度の乳が
　　ん自己検診を心掛けましょう～

　日本では、乳がんになる女性が年々増えてい
て、年間５、６万人と推定されています。2014
年には１万3,323人が亡くなり、死亡者数は50
年間で７倍になっています。
　40歳前後を境に、乳がんで亡くなる人が増え
始め、35歳から64歳までの年齢層では、がん死
亡原因の１位は乳がんです。
　若い世代の乳がんも年々増え、まれに20歳代
でかかる人もいます。月に１度は、鏡で乳房の変
化をチェックし、触ってしこりがないか確認しま
しょう。
　12月22日㈭まで、市の指定医療機関で「乳が
ん個別検診」を行っています。40歳以上の方で
昨年受診していない方はぜひ受けましょう。

■心の健康相談
　眠れない、イライラする、生きていくのがつら
い、大切な人を自死でなくし、つらい思いや悲し
みを抱えているなど心の悩みについて、専門の医
師による個別相談を開催します。また、電話によ
る相談も随時受け付けています。
◦日　時　11月16日㈬／午後０時45分～１時15分
　　　　　※要予約
◦会　場　中央保健センター（北中川原）
◦申込先　健康増進課

ｉｐｈｏｎｅ Ａｎｄｒｏｉｄ

ダウンロードはこちら
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月の無料相談
種　類 開設日 時 間 会 場 ・ 問 い 合 わ せ 先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

 ２日㈬
16日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00

◦本庁舎地下第３会議室
問本庁舎生活環境課　内2168 多重債務、離婚・相

続問題などの法的な
トラブル、被災者の
抱える二重ローン問
題の相談など

８日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦大信農村環境改善センター
問大信庁舎地域振興課☎�2111

９日㈬ 10：00 〜 12：00 ◦本庁舎地下第３会議室
問本庁舎生活環境課　内216824日㈭ 13：00 〜 16：00

市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活環境課（１階）

問本庁舎生活環境課内専用電話☎�1717
市行政等に関する相
談

心配ごと相談 ８日㈫
22日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関する
ことなど

障がい者相談会
（要予約） 22日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第１会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

心の健康相談
（要予約） 16日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこも
りなどに関すること

認知症の人と家
族の会 27日㈰ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

ハートライン
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートライン相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ
等に関する相談

《９月１日現在の人口》
▷人口　61,955人（－９）
　男　　30,683人
　女　　31,272人
▷世帯　23,423世帯（+５）
※（　）内は前月比

《11月の日曜窓口》（本庁舎）
▷日時　６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰
　　　　午前８時30分～正午
《納期限》10月31日㈪
◇市県民税（第３期）
◇国民健康保険税（第４期）
◇介護保険料（第４期）
◇後期高齢者医療保険料（第３期）

《善意の窓》
<愛の基金>
♥５万円　山口浩三　様（表郷金山）、森本恭三　様
　（飯沢）、星　麟太郎　様　（新白河）
♥３万円   鈴木喜代子　様（小田川）
♥５千円   金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
<ふるさと納税>
♥６万円　大和田素信　様（いわき市）
♥３万円　川崎秀徳　様（静岡県静岡市）
♥５万円　佐藤勝三　様（福島市）
♥10万円　市川大助　様（神奈川県横浜市）
♥１万円　鈴木敏江　様（大阪府吹田市）
♥２万円　巻田吉史　様（茨城県笠間市）、三浦
　博　様（神奈川県横浜市）
<小峰城城郭復元基金>
♥３万円　NPO法人極真カラテ門馬道場　様
<コミネスの振興のため>
♥コンサートグランドピアノ
　トーモク㈱　代表取締役会長　齋藤　敬　様
♥車両１台　(公財)藤田教育振興会　理事長　
　藤田彌五兵衛　様
♥1,000万円　㈱東邦銀行　様
♥100万円　白河ロータリークラブ・白河南ロ
　ータリークラブ・白河西ロータリークラブ　様
♥５万円　㈱常陽銀行白河支店　様、㈱福島銀
　行白河支店　様、㈱大東銀行白河支店　様
<学校給食への提供>
♥小松菜　江戸川区学校給食友の会　代表　小原英行　様
<仮設住宅等支援者>
♥日本カイロプラクターズ協会　様 

『
参
勤
交
代
と
新
幹
線
』

　
運
行
数
が
多
い
の
は
、
大
量
の
人
が
移
動
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
日
本
人
は
旅

好
き
だ
。
平
和
が
保
た
れ
た
江
戸
時
代
か
ら
、

特
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
長
崎
で
貿

易
を
許
さ
れ
、
商
館
長
は
将
軍
に
謁
見
す
る
た

め
、
定
期
的
に
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
こ
れ
に
随

行
し
た
医
師
ケ
ン
ペ
ル
は
、「
街
道
は
清
潔
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
と
同
じ
く
ら
い
大
勢
の
人

で
溢
れ
て
い
る
」
と
道
中
記
に
し
る
す
。

　
五
街
道
が
整
備
さ
れ
、
治
安
も
い
い
。
手て

っ
こ
う甲
、

脚き
ゃ
は
ん絆
程
度
の
装
備
で
、
女
性
、
子
供
ま
で
が

旅
を
し
た
。
抱
腹
絶
倒
の
「
東
海
道
中
膝
栗

毛
」
は
旅
心
を
か
き
た
て
た
。
弥
次
喜
多
コ
ン

ビ
は
、
近
く
へ
用
足
し
に
行
く
よ
う
な
気
楽

さ
で
、
旅
に
出
る
。
広
重
の
「
東
海
道
五
十
三

次
」
に
描
か
れ
る
旅
人
も
、
ほ
と
ん
ど
が
軽
装

だ
。
戦
が
絶
え
な
か
っ
た
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
武
装
す
る
の
が
当
た
り
前
。
毛
布
を

用
意
し
、
ベ
ッ
ド
も
持
参
す
る
の
が
旅
の
心
得
。

日
本
は
お
と
ぎ
の
国
だ
っ
た
。

　
旅
に
は
宿
が
欠
か
せ
な
い
。
宿
場
に
は
、
本

陣
と
よ
ば
れ
る
高
級
な
旅
館
か
ら
木
賃
宿
ま
で
、

宿
が
揃
っ
て
い
た
。
人
や
荷
物
を
効
率
的
に
運

ぶ
た
め
、
馬
と
人
足
を
備
え
た
問と

い

や

ば

屋
場
も
あ
っ

た
。
旅
人
は
必
要
に
応
じ
、
馬
や
駕か

ご籠
を
利
用

で
き
た
。
荷
を
次
の
宿
へ
先
送
り
し
、
不
要
な

も
の
を
故
郷
へ
送
り
返
す
こ
と
も
で
き
た
。
当

時
か
ら
“
宅
急
便
”
を
含
め
、
周
到
な
交
通
・

輸
送
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
あ
ら
た

め
て
江
戸
人
の
知
恵
に
驚
く
。

　
仕
事
柄
、
よ
く
東
京
に
出
向
く
。
朝
、
白
河

を
発
っ
て
も
、
午
前
10
時
の
会
議
に
楽
々
間
に

合
う
。
い
く
つ
か
用
事
を
済
ま
せ
て
も
、
夕
食

の
頃
に
は
戻
れ
る
。
い
か
に
便
利
な
こ
と
か
。

北
海
道
や
九
州
の
市
長
と
話
す
と
よ
く
分
か
る
。

東
京
か
ら
の
距
離
に
も
よ
る
が
、
新
幹
線
の
存

在
が
大
き
い
。
日
本
の
高
速
鉄
道
は
、
安
全
・

快
適
・
高
速
性
で
世
界
の
先
端
を
走
る
。

　
鉄
道
技
術
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
も
優
れ

て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
〝
Ｔ
Ｇ
Ｖ
”
は
、
新
幹

線
よ
り
も
速
い
。
し
か
し
、
運
行
数
と
正
確
さ

で
は
、
断
然
日
本
が
勝
る
。
混
雑
時
の
東
京
駅

で
は
３
～
５
分
毎
に
、
し
か
も
定
刻
ど
お
り
発

車
す
る
。
欧
米
人
の
目
に
は
奇
跡
の
よ
う
に
映

る
ら
し
い
。
さ
ら
に
東
海
道
で
は
、
高
速
の

〝
の
ぞ
み
”、
快
速
の
〝
ひ
か
り
”、
各
駅
停
車

の
〝
こ
だ
ま
”
が
同
じ
路
線
を
走
る
。

　
当
然
、
後
発
の
列
車
が
、
先
行
列
車
を
追
い

越
す
。
在
来
線
と
の
連
結
も
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
編

成
は
極
め
て
緻
密
で
複
雑
と
な
る
。
こ
れ
を
円

滑
に
こ
な
す
に
は
、
定
時
運
行
が
絶
対
の
条
件

だ
。
新
幹
線
は
難
し
い
課
題
を
、
見
事
に
克
服

し
て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
た
の
は
、
旅
の
歴
史

的
文
化
的
な
背
景
と
、
日
本
人
の
特
性
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
街
道
や
宿
場
の
整
備
は
、
参
勤
交
代
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
諸
大
名
が
江
戸
と
在
藩
を

一
年
毎
に
繰
り
返
す
。
各
藩
は
格
式
に
見
合
っ

た
供
廻
り
を
揃
え
、
春
先
に
な
る
と
一
斉
に
移

動
す
る
。
日
程
は
幕
府
に
提
出
し
、
滅
多
な
事

で
は
変
更
で
き
な
い
。
行
列
が
重
な
る
と
、
本

陣
の
奪
い
合
い
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
ル
ー
ト
を
定
め
、
宿
も
決
め
る
。
綿
密
に
打

ち
合
わ
せ
、
行
程
を
確
定
し
て
い
く
。
実
に
骨

の
折
れ
る
仕
事
だ
。
浅
田
次
郎
は
、
中
山
道
を

江
戸
に
向
か
う
一
行
の
難
儀
を
“
一い

ち
ろ路
”
に
描

く
。
複
雑
な
集
団
移
動
の
プ
ラ
ン
を
練
り
、
正

確
に
実
行
す
る
参
勤
交
代
は
、
新
幹
線
の
運
行

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
社
会
の
安
定
は
経
済
的
余
裕
を
生
み
、
名
所

観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
る
。
こ
れ
に
信
仰
の
旅

が
拍
車
を
か
け
、
旅
行
の
環
境
を
整
え
た
。
国

民
的
行
事
の
よ
う
な
伊
勢
や
金
比
羅
神
社
参
詣

は
、
各
地
の
祭
礼
や
名
物
料
理
を
楽
し
む
旅
で

も
あ
っ
た
。
ケ
ン
ペ
ル
記
に
も
「
街
道
は
寺
社

詣
の
人
で
い
っ
ぱ
い
」
と
あ
る
。

　
全
国
の
善
男
善
女
が
、
願
か
け
に
押
し
寄
せ

る
。
そ
の
陰
に
は
「
御お

し師
」
と
呼
ば
れ
る
、
客

集
め
の
営
業
マ
ン
が
い
た
。
御
師
の
業
務
は
、

道
案
内
か
ら
参
拝
手
続
き
は
勿
論
、
宿
の
手

配
、
土
産
物
の
世
話
に
ま
で
及
ぶ
。
旅
行
業
の

先
が
け
と
言
え
る
。
江
戸
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、

日
本
人
の
旅
へ
の
興
味
、
憧
れ
は
続
い
て
い
る
。

金
沢
、
函
館
へ
伸
び
た
新
幹
線
は
、
さ
ら
に
多

く
の
人
の
夢
を
乗
せ
、
列
島
を
か
け
る
。　

27

市長の手控え帖

《市営住宅の募集》
市営住宅の募集は、毎
月15日に発表してい
ます。詳しく
は、市ホーム
ページをご覧
ください。

（８月分）

月の献血
実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間

３日㈷ メ ガ ス テ ー ジ 白 河 新高山 11:30～16:30

17日㈭ 住友ゴム工業㈱白河工場 双 石 11:00～16:00

11

11
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表
郷
金
山
字
長
者
久
保
２
　
☎
㉜
2111

／
Ｆａｘ
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大
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庁
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〒
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町
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字
沢
田
15-1　

☎
㊻
2111

／
Ｆａｘ
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東
庁
舎
　〒
961-0392　
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釜
子
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表
50　
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㉞
2111
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Ｆａｘ
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「広報白河」は、環境にやさしい再生紙
と植物油インキを使用しています。
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　第62回白河市発明展で市長賞を受賞した碓井秀明くん（み
さか小４年）。碓井くんが発明した「６種類仕分けちょ金箱」は、
市内小・中学校10校から応募のあった435点の中から選ばれ
ました。この貯金箱は、穴の大きさを変えることで、１円か
ら500円まで６種類の硬貨を仕分けて貯金できるものです。
　「普通の貯金箱だと、いろんな硬貨が一緒に入って欲しいも
のだけ取り出すのが大変だったので、この作品を発明しまし
た。穴の大きさを変えることが大変でした。市長賞を受賞し
てうれしいです」と笑顔で話してくれました。

人物 ｅｐｏｒｔ
碓
う す い

井 秀
しゅうめい

明 くん～注目のあの人を紹介～

住　　所：田町92
営業時間：11:00 ～ 15:00、17:00 ～ 19:00
定 休 日：月曜日（祝日の場合は営業）

　

昭
和
42
年
に
初
代
店
主
の
辺へ

ん
み見

ミ
サ

子
さ
ん
が
、〝
田
〟
町
で
〝
楽
〟
し
め
る

場
所
を
作
り
た
い
と
創
業
。
現
在
は
３

代
目
店
主
の
一か

ず
や也
さ
ん
が
お
店
を
切
り

盛
り
し
、
来
年
３
月
で
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。　

　

お
す
す
め
は
辛
し
ミ
ソ
タ
ン
メ
ン
で
、

常
連
客
の
要
望
か
ら
生
ま
れ
た
逸
品
で

す
。
自
家
栽
培
の
に
ん
に
く
を
は
じ
め

と
し
た
野
菜
を
加
え
、
火
を
入
れ
寝
か

せ
た
自
家
製
み
そ
が
自
慢
で
す
。
炒
め

た
野
菜
の
甘
さ
と
、
ピ
リ
っ
と
し
た
辛

し
み
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
で
、
ス
ー

プ
と
コ
シ
の
あ
る
自
家
製
麺
が
よ
く
絡

み
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
川
俣
シ
ャ
モ
や
豚
肉
を
ベ

ー
ス
と
し
た
人
気
の
醤
油
ラ
ー
メ
ン
や
、

定
食
類
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。

　

白
河
ラ
ー
メ
ン
を
広
め
る
た
め
、
積

極
的
に
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し

て
い
る
ほ
か
、
時
代
や
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
作
り
方
や
味
を
日
々
探
究

し
、
周
り
の
お
店
と
切
磋
琢
磨
し
て
い

ま
す
。

　
「
祖
母
が
始
め
た
田
町
で
楽
し
め
る

場
所
を
引
き
続
き
残
し
て
い
く
た
め
に
、

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、お
客
様
に
お

い
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
ラ
ー
メ
ン

に
か
け
る
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
白
河
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
処
で
、
市
内

に
は
１
０
０
軒
を
超
す
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
お
い
し
さ
を
追
求

す
る
店
主
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
の締

め
の
一
杯

田
楽
食
堂

第
６
回

《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

《マチイロ（旧ｉ広報紙）》《白河市ホームページ》

最新の情報をチェック アプリで情報チェック
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